
つるぎ町立半田病院 新公立病院改革プランの概要 

 

○新公立病院改革プラン策定の経緯 

 

平成２５年８月社会保障制度改革国民会議により、医療提供体制の見直しが

提案された。主には、団塊の世代の高齢化、社会保障給付費の激増が背景として

あり、社会保障・税一体改革においては消費税率を引き上げ、その税収増加分を

財源とした医療サービスの機能強化と、いわゆる団塊の世代がすべて後期高齢

者となる 2025年に向けた医療提供体制の再構築、地域包括ケアシステムの構築

への取組が示された。 

社会保障制度の変革は、2025年の医療環境の展望を見据えたものであり、当

院が地域医療の中核病院として存続して行く上で大きく影響を及ぼすものと予

想される。 

ついては、この変革への対応を見誤ることなく、当院の基本方針である地域医

療を確保するためにも地域特性に応じた医療機能の構築が喫緊の課題となって

いる。今後の病院経営の安定を図る上でも、変わりゆく医療環境に対応する医療

機能の確保に取組むべきと考える。 

 

 

○新公立病院改革プラン（平成２８年度～平成３２年度） 

 

 上記のような厚労省の医療制度改革と呼応して、総務省は平成２７年３月に

新たな公立病院改革ガイドラインを発表した。これに基づき公立病院は再び新

たな公立病院改革プランを平成２８年度末までに策定することを求められてい

る。その骨子は従来の「経営形態の見直し」、「再編・ネットワーク化」、「経営の

効率化」に加えて、「地域医療構想を踏まえた役割の明確化」である。 

 

以下、県西部医療圏の現状把握と課題を見極める中、地域の将来展望を分析し、

半田病院の新公立病院改革プランを策定する。 
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１． 地域医療構想を踏まえた役割の明確化 

（１）当院の果たすべき役割 

 

・西部医療圏の５疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、精神疾患）５事

業（救急医療、災害医療、へき地医療、周産期医療、小児救急医療を含む小児医

療）の、確保・継続・強化。 

 

・医療提供体制（急性期病床１１２床、地域包括・ケア病床８床）の維持・継続 

 

（２）地域包括医療・ケアの取組 

 

・保健・医療・介護・福祉の連携を図る地域包括ケアシステムの構築 

 

・美馬市医師会が実施主体とする在宅医療拠点病院への支援病院として、連携を

強化。 

 

・つるぎ町地域包括ケア会議の運営 

 

（３）一般会計操出金の明確化 

 

総務省通知による操出基準を基本としながら、つるぎ町との協議のもと、適正

な基準を図る。 

 

（４）医療機能等指標に係る数値目標 

 

・手術件数・・・・・550件 

・時間外患者数・・・4,500人 

・紹介率・・・・・・33.0％ 

・逆紹介率・・・・・25.0％ 

・分娩件数・・・・・450件 

・健診者数・・・・・3,100人 

 

（５）住民の理解と自治体病院の役割 

 

地域に必要とされる医療を安定的且つ継続していくとともに、救急医療及び

政策医療にも積極的に取り組み、地域住民が安心して暮らせる医療環境の構築

に努めていく。 



２． 経営の効率化 

（１）経営指標に係る数値目標 

 

・経常収支比率・・・100.2％ 

・医業収支比率・・・100.1％ 

・総収支比率・・・・100.4％ 

・病床利用率・・・・78.1％ 

 

（２）目標達成に向けた取組 

 

○医療人材の育成・確保 

平成２９年度より徳島大学地域枠卒の医師赴任が、当院の含まれる第３群病

院において開始される。研修施設基幹病院として位置づけられる当院としては、

新たな医師の確保へと期待される事項である。 

 

○DPC分析への取組 

 DPC データ分析・活用は、今後当院の経営戦略を掲げる上で、大切な要件で

ある。今後、経営に関与する各委員会での情報共有を密にし、西部医療圏での当

院の特性を活かした病院経営に取り組んでいくものとする。 

 

○管理経費の抑制 

 健全化・業務効率化に向け、専門的知識を要する業務のアウトソーシング（外

部委託）を積極的に取り入れ、適正な病院職員数の確保に努める。 

 

（３）中期経営計画対象期間収支計画 別紙参照 

３． 再編・ネットワーク化 

○県立三好病院、市立三野病院との医療機能分化を促進。 

 

○ICT を活用した西部医療圏域医療情報ネットワークを構築、効果的な医療情

報提供の連携強化。 

 

４． 経営形態の見直し 

 地方公営企業法の全部適用の継続。事業管理者による経営責任の明確化。 
















































































